
現状・課題

現状、大型のミサイル等を安定的かつ早期に確保するための必要かつ効率的な態勢になっていない。
・ミサイル等の製造に当たっては、量産着手の段階でその個別の特性を踏まえて、その都度ミサイル等の限定的な発注量に最
適な製造態勢を検討し、構築（個別最適化）している。
・スタンド・オフ防衛能力の強化のためのミサイル等は、従来のミサイル等に比し、寸法・重量や火薬量が増大する傾向

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容） 各工程等への適用

（初期）

アウトプット
（調査結果）

アウトカム インパクト
（我が国の防衛への効果）製造態勢拡充

（中長期）

調査 製造態勢の拡充

・スタンド・オフ防
衛能力の強化のた
めのミサイル等に
ついて、安全に配
慮しつつ、安定的
かつ早期に製造で
きる全体最適化さ
れた製造態勢の構
築又は拡充

製造最大量のﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ
・製造最大量の制約と
なっている工程の解明

生産能力向上策
・拡張性・柔軟性のある
製造工室の設計
・所要の工員の確保のた
めの施策
・部材等の調達リスクの
低減
・工程の省人化施策
・生産性を高める設備の
提案

等

製造態勢への適用
中長期的な視点か
ら、ミサイル等を
安定的かつ早期に
確保できる製造態
勢とするために、
本事業で得られた
施策案を製造態勢
のキーとなるミサ
イルの製造工程に
適用し、個別の製
造工程の効率向上
又は製造態勢の拡
張性・柔軟性の確
保

実証

【政策目標（大綱との関係）】
我が国自身の防衛体制の強化

【施策目標（中期防との関係）】
・ 従来の領域における能力の強化
（スタンド・オフ防衛能力）
島嶼部を含む我が国への侵攻を試
みる艦艇や上陸部隊等に対して、脅
威圏の外からの対処を行うためのスタ
ンド・オフ火力の獲得
・持続性・強靭性の強化
（継続的な運用の確保）
平時から有事まであらゆる段階にお
いて、部隊運用を継続的に実施し
得る弾薬の確保
・装備調達の最適化
民生分野における成功事例のミサ
イル製造への取り込み等により、ミサ
イル等の効果的・効率的な取得の
推進

総事業費
（未定）

令和５年度以降
数億～数十億円

／年

終了時期未定

・ミサイル等につい
て最大製造量に制
約を及ぼす製造工
程の調査

・最大製造量向上
につながる改善施
策案の立案

ミサイル等の製造態勢の拡充

【事業の概要】
中長期に整備するすべてのミサイル等及びそれらの構成品の製造メーカーについて、最大製造量（ラインマックス）に制約を及ぼす製造工程等を調査
し、必要に応じ、製造工程等を改善するための取り組みを行い実地に検証し、最適なミサイル等の製造態勢の構築に資する基礎資料を得る。

・製造工程等を改
善するための取り
組みを実地に実施
し効果を実証


